
⑧医薬、アグリバイオ産業育成促進のための高度分析機器活用システム構築モデル事業 

・財団法人京都高度技術研究所（現・公益財団法人京都高度技術研究所） 

 沖縄県沖で採取された海洋深層水の物理化学的な性質や生物学的な性質に関して、植物への

効果に関しては、現象が散見されたにもかかわらず科学的な証明には至りませんでした。一方、京都

高度技術研究所では、平成２２年７月から、京都バイオ計測センターを開設して、生物現象に関する

様々な解析研究を行うための最新設備を導入しました。当センターは、京都の学・官・産が連携した、

幅広い人的・組織的ネットワークを持つことも大きな特長であり、微生物・動植物についての先端研

究を広範囲に可能にするものであります。 

 そこで本事業では、植物の生育に関わる主な無機成分の知見を得るために、沖縄県で採取された

土壌、植物及び海水の ICP 発光分析法による分析技術の開発を行いました。今回開発した無機分

析法は、植物に必要な元素の中でも土壌や海水でメジャーに存在する元素に着目したもので、迅速、

簡便に多種類の無機元素を測定することができました。 

本分析法は沖縄と京都のみならず全ての農業地域のミネラル分析に適応可能なものです。  

 



財団法人京都高度技術研究所による事業財団法人京都高度技術研究所による事業のの

実施体制図及びフローチャート実施体制図及びフローチャート
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測定対象  土壌  海水  植物    ↓  ↓  ↓  ↓    前処理  可溶性成分の抽出＊１  希釈*2  酸分解＊３    ↓  ↓  ↓  ↓    測定装置  サーモ社製＊４  堀場製作所製＊５  サーモ社製              *1; 雨水により湿った状態の土壌を直接抽出した。これにより、植物が吸収しうる元素を簡便に測定可能になった。 *2; 堀場製装置を使用することにより、もっとも単純な希釈のみで測定可能になった。    *3; 各種の有機物分解法から、最も安全で確実な方法を選択した。    *4; 軸方向測光型の ICP 発光分析装置で、高感度な分析が可能だった。    *5; 放射方向測光型の ICP 発光分析装置で、シースガス機構により高塩濃度の試料の分析に適していた。  *6; データの解析は、適当な測定波長が実験条件ごとに異なるため、高い解析ノウハウを要求される。  今回開発した分析条件では、表 2 の波長が好適といえた。      
 

【フローチャート】


